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通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、2023年 11月 14 日に公表しました 2024 年９月期（2023 年 10月１日から 2024

年９月 30日）の通期連結業績予想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 2024年９月期通期連結業績予想数値の修正（2023年 10月１日から 2024年９月 30日） 

 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に 

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

19,500 

百万円 

450 

百万円 

450 

百万円 

170 

円 銭 

19.99 

今回修正予想（Ｂ） 16.700 480 450 219 25.75 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △2,800 30 0 49 － 

増 減 率 （ ％ ） △14.4 6.7 0.0 28.8 － 

（ご参考）前期実績 

（ 2 0 2 3 年９月期） 
17,792 608 603 378 93.6 

 

２．差異の理由 

当期におきまして、シニアケア事業・シニアワーク事業ともに、コロナ特需以外の既存事業の成長および

生産性の向上を軸に進めてまいりました。 

売上高につきましては、シニアケア事業において、既存事業の成長ともに予想以上の成果が出た一方、シ

ニアワーク事業において、コールセンター派遣リソースの活用による BPO事業へのシフトを図ったものの予

想を大きく下回る結果となり、シニアケア事業の成長を加味したとしても、全体としては前回公表した連結

業績予想を大きく下回る見通しとなりました。 

利益面につきましては、広告宣伝費の効果的運用・DXによるオペレーションの効率化等の施策により、

生産性の向上に一定の成果が出た結果、営業利益が増加いたしました。 

また、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、2024 年４月１日連結子会社である株式会社キ

ューボの株式を追加取得して持分比率が上昇したことにより、前回公表した連結業績予想を上回る見通しと

なりました。 

以上 


